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DevAx::connect シーズン 1「イベント駆動」
第4回 「CQRS & Event Sourcing - モダンアーキテクチャにおける役割と実装」

kanamasa@amazon.co.jp

金森政雄
ソリューションアーキテクト
アマゾン ウェブ サービス ジャパン株式会社
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自己紹介

金森 政雄
 所属/役職 : 

DevAx(Developer Acceleration) チーム
ソリューションアーキテクト

 最近見直したもの
• ナポリタン
• あんみつ



connect
DevAx

内容についての注意点

• 本セッションでは2021年07月01日現在のサービス内容および価格についてご説明しています。
• 最新の情報はAWS公式ウェブサイト(http://aws.amazon.com)にてご確認ください。

• 資料作成には十分注意しておりますが、資料内の価格とAWS公式ウェブサイト記載の価格に
• 相違があった場合、AWS公式ウェブサイトの価格を優先とさせていただきます。

• 価格は税抜表記となっています。日本居住者のお客様には別途消費税をご請求させていただきます。

• AWS does not offer binding price quotes.  AWS pricing is publicly available and is subject to change
in accordance with the AWS Customer Agreement available at http://aws.amazon.com/agreement/. 
Any pricing information included in this document is provided only as an estimate of usage charges 
for AWS services based on certain information that you have provided.  Monthly charges will be based 
on your actual use of AWS services, and may vary from the estimates 
provided.
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開発者のための開発者によるWeb セミナーシリーズ

<開催時期>
2021/06/10 ~ 8/5 毎週木曜日 16:00 ~ 18:00 に開催予定

<セッションタイトル>
1. イベント駆動アーキテクチャ入門 〜基本となる考え方から実装パターンまで〜
2. 「疎結合」を実現するメッセージングサービスの選択と利用
3. イベント駆動アーキテクチャのDesign for Failure
4. CQRS & Event Sourcing - モダンアーキテクチャにおける役割と実装
5. Near Real-Time Analytics を実現するアーキテクチャーと実装
6. How to test your events?
7. Amazon EventBridge を使ってイベントドリブンな外部サービス連携を実現する
8. Tech Talk : イベント駆動 on AWS を改めて考える

DevAx::connect in Japan 1st 「イベント駆動」

Today
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FAQ
Q. 毎回の参加は必須ですか?

A. 各回は独立して受講しても理解できるよう構成しています。
また、毎回初回に前回の振り返りを行います。

Q. 後から動画を見返すことはできますか?
A. 終了後、動画/資料は公開される予定です。

Q. ブログなどで紹介してもよいですか?
A. 是非!! 公開したら教えてください!!



AWS DevAx::connect On-demand 提供開始 !
現在毎週開催中の AWS DevAx::connect シーズン 1 各回終了後、お申し込みを逃してしまった方
向けに、順次オンデマンド提供を開始。
セッション本編、セッション後のQ&A をご覧いただけます。

公開スケジュール (予定)
6/30 (金) 第 1 回, 第 2 回 分
7/16 (金) 第 3 回, 第 4 回 分
7/30 (金) 第 5 回, 第 6 回 分
8/20 (金) 第 7 回, 第 8 回 分

第 1 回, 第 2 回分のオンデマンド視聴はこちら

https://pages.awscloud.com/devax-connect-ondemand-202101-01-jp.html

https://pages.awscloud.com/devax-connect-ondemand-202101-01-jp.html
https://pages.awscloud.com/devax-connect-ondemand-202101-01-jp.html
https://pages.awscloud.com/devax-connect-ondemand-202101-01-jp.html
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参加者の皆様へ
• ハッシュタグあります!! 

#devaxconnect にて、感想/質問など自由に投稿ください

• セッション終了後にQAにお答えします
 Go To Webinar のQA機能
 ハッシュタグ #devaxconnect
にて、ご質問を投稿ください
登壇者がピックアップして回答します

• 休憩はありません

①吹き出しをクリック
② 質問を入力
③ Sendをクリック
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アンケートご協力のお願い
セッション終了後のアンケートにご協力ください!!

• 登壇者へのフィードバック

• 次回以降のDevAx::connect について
 開催方法や時間帯など
 取り上げて欲しいテーマ
DevAx::connect は皆さんと共に作っていきたいと考えています!!
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■ 2021. 9:30 ～ 12:10
AWS で実践！Analytics Modernization 
～ETL 編～

大量のデータを蓄積できるだけでは良い分析にはつながりません。
組織内でデータ分析を行うには、データの前処理＝ETLが重要です。
データの種類や分析のユースケースが増えるに従い、このETL 処理の重要性が高まっ
ています。本セミナーではAWS がご提供する各種ETLサービスをご紹介します！

AWS イベント

https://pages.awscloud.com/JAPAN-event-OE-AnalyticsModernization-20210714-reg-event.html

または の検索トップから 「7/14」 でページ検索
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■ 2021. 14:00-17:00
そろそろクラウドネイティブ・マネージドで行こう! 
サーバーレスへのチャレンジ

マネージドやクラウドネイティブが気になっているけど、まだ過去の負債から逃れられずに
運用負荷を感じている方へ。先人のチャレンジと経験を聞くチャンスです。
また、AWS より、どのような適用の段階があるのか、典型的なステップをご紹介します。

AWS イベント

https://pages.awscloud.com/JAPAN-event-OE-20210714-Cloud-native2-reg-event.html

または の検索トップから 「7/14」 でページ検索

https://pages.awscloud.com/JAPAN-event-OE-20210714-Cloud-native2-reg-event.html
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builders.flash について

• サーバーレス、コンテナ、IoT、機械学習をはじめとした
クラウド最新技術動向の解説記事

• 日常に身近なテーマで AWS 活用方法を習得できる
ハンズオン

• グラフィックレコーディングを使った AWS サービス解説

• 開発における困難、悩みの解決のヒントとなる開発者
インタビュー

• 初心者デベロッパー向けお悩み解決記事

• Enterprise Developer 向けソリューション解説記事

無料メールメンバー登録で、メンバー限定特典もご提供

https://aws.amazon.com/jp/builders-flash/

デベロッパーの皆様へ向けて AWS を通じて様々な体験や学びをご提供するウェブマガジン
“builders.flash” では、様々な AWS サービスの選択肢を発見していただき、クラウドの活用方法
の理解を深めていただくことができます。
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AWS Hands-on for Beginners
•動画にそって実際に 手を動かしながら
AWS の使い方を学ぶ 無償コンテンツ

•オンデマンド 形式で公開しており、
いつでもどこでもご視聴いただける

•短い動画 x 5-10本 という形式で
スキマ時間でも学ぶことが可能

•現在、16 のコンテンツを公開中

▲ 「AWS ハンズオン」で検索 or 
クラウド活用資料集 > ハンズオン資料
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AWS Hands-on for Beginners
Amazon EC2 Auto Scaling スケーリング基礎編

VPC

Public subnet
Application load balancer

Public subnet

Auto Scaling group

スケーリングの基礎・使い分けを学び、 Amazon EC2 Auto Scalingを利用して
スケーリングの設定方法と動作を確認していきます

AWS Cloud
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AWS Startup Loft とは？

AWS アカウント ID を所持している

スタートアップやデベロッパーが、学び、コーディングし、交流し、

「アイデアをカタチ＝開発できる場所」であり、

AWS 利用を活性化し支援する場所である。
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AWS Startup Loft 提供メニュー

AWS Loft
App

Ask an 
Expert

Co-
working 
Space

Technical 
Seminars

Loft 入場時に利用する
ウェブアプリケーション

AWS アカウント ID 必須

イベント情報なども確認可能

平日夜間 18:00-21:00 に実施
• セミナー
• ワークショップ
• Meet-up 

etc

ウェビナーで実施中

AWS に関する技術的な相談が可能

AWS アカウント ID 必須

Loft App にご登録された方は、Online Ask 
an Expert をご利用可能

相談例はこちらのブログよりご覧ください

平日10:00-18:00 に利用可能
• 電話ボックス（2台）
• 会議室（1室）
• Wi-Fi
• 電源
AWS アカウント ID 必須

2021 年 6 月現在休館中

https://aws.amazon.com/jp/blogs/startup/tag/%E9%80%B1%E5%88%8A-ask-an-expert/
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Automotive@Loft開催
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https://awsloft.tokyo へアク

セス
承認申請

Loft App に
ログイン＆予約

予約日に相談

Ask an Expert 利用の 4 つのステップ
登録方法を動画で見る場合はこちら

https://bit.ly/35yA2f2

https://awsloft.tokyo/
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ストーリー
私たちは、旅行サイト「TravelBuddy」
を開発、運営しています。

お客様は、ホテルやフライトの特典を
確認しながら、自分のプランに合った
旅行を予約することができます。

マイクロサービスアーキテクチャを
採用しており、SPA のフロントエンドと
複数のサービスが協調する
バックエンドで構成されています。
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開発中のシステム構成

Client
(SPA)

SNS 
Topic

SQS 
Queue

SQS 
Queue

SQS 
Queue
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想定外のメッセージによって問題が発生

SQS 
Queue

ERROR: …
… Invalid message… 

…

課題
1.不要な処理を繰り返してしまう
2.処理できないメッセージが滞留
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第3回 イベント駆動アーキテクチャの
Design for Failure
堀場隆文
アマゾンウェブサービスジャパン株式会社
シニアインフラストラクチャアーキテクトアプリケーション最適化

イベント駆動によってサービスが疎結合になっていくと障害の発生の予防や、発生に
備えた運用をシステム全体で考えていく必要があります。事前に設計・実装していく
べきことや、サービスの性能低下等をどうモニタリングをしていくのか設計段階から
考慮する必要があります。例えば「ポイズンピル」と呼ばれる正しく処理できない
データが流れてきた場合などにもサービスを継続できるよう、エラーハンドリングを
効果的に実装する必要があります。このセッションでは、イベント駆動における
モニタリングのポイントや実践的手法と、エラーハンドリングの設計について解説
します。
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Everything fails all the time

Dr. Werner Vogels
Chief Technology Officer of Amazon.com
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分散型のシステムにおける設計考慮ポイントの例

1.プロデューサー

2.ネットワーク

3.内部

4.連携先

仕様変更やバグ等による不正なデータ送信

同一イベントの再送

想定外の同時リクエスト・リクエスト急増

連携先の障害

性能低下

アプリケーションバグ

1.データの退避/破棄

2.冪等性の確保

3.キューイング

5.モニタリング

7.分散トレーシング

8.補償トランザクション

9.リトライ制御

6.ロギング

4.スロットリング

エラー原因となるイベント 設計の考慮ポイント

オペレーションミス

環境障害
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1.データの退避/破棄

Amazon SQS

Sending 
Message

Receive 
Message

AWS Lambda AWS Lambda Amazon Kinesis
Data Streams

Receive 
Message

AWS Lambda

Dead Letter Queue queue

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/sns/latest/dg/sns-dead-letter-queues.html https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/lambda/latest/dg/with-kinesis.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/sns/latest/dg/sns-dead-letter-queues.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/lambda/latest/dg/with-kinesis.html
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Design for Failure to your application
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SQS 
Queue

…

DLQ を導入して不正なデータを退避

ERROR: …
… Invalid message… 

SQS 
Queue
(DLQ)
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予約サービスをもう少し具体的に考える

Client
(SPA)

予約申込受付

予約変更

SNS 
Topic

イベントID 予約ID ステータス ………

予約確定

予約参照

1 R0001 受付 {………}

2 R0001 人数追加 {…add:1…}

3 R0001 確定 {………}
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予約確定

予約変更

Client
(SPA) イベントID 予約ID ステータス ………

1 R0001 受付 {………}

2 R0001 受付 {…add:1…}

3 R0001 確定 {………}予約参照

SNS 
Topic

予約申込受付

課題1.データ保存とイベント発行の整合性は?
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SNS 
Topic

予約確定

予約変更

予約申込受付

Client
(SPA) イベントID 予約ID ステータス ………

1 R0001 受付 {………}

2 R0001 人数追加 {…add:1…}

3 R0001 確定 {………}予約参照

課題2.状態をクエリするときに使いづらい

？
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第4回 CQRS & Event Sourcing 
- モダンアーキテクチャにおける役割と実装
野村侑志
アマゾンウェブサービスジャパン株式会社
ソリューションアーキテクト

モダンアーキテクチャにおけるデザインパターンの一つであるCQRS を採用する
ことで、データの書き込みと読み込みそれぞれにおいて要件やドメインに沿った
モデルを採用することができ、実装の効率化や運用の最適化がより実現しやすく
なります。CQRSとともによく利用されるデザインパターンである
Event Sourcingとあわせて、そのユースケースと実装を解説します。



Thank you!
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